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金
比
羅
神
社
に
は
金
比
羅
宮
と
秋

葉
宮
の
合
神
の
お
社
が
並
び
、青
々
と

し
た
榊
が
奉
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
人
里

離
れ
た
場
所
で
、海
上
交
通
と
火
伏
せ

を
祈
願
す
る
信
仰
心
の
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。  
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真
右
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古
宮
洋
さ
ん
に
、こ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
あ
る
三
芳
の

魅
力
を
存
分
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。  

（写
真
右
） 

金比羅神社 

 ２月５日（日）に、地域づくり協議会「みよし」の資源班が企画した『みよし探
訪 ４』が行われました。  
 今回のウォーキングは林道山名線を南下し、『山名金比羅山』～『金比羅神
社』～『熊野神社』～『智光寺』～『智蔵寺』に立ち寄る７．３ｋｍのコースでした。 

古宮さんの解説を 
熱心に聞く参加者たち 

智蔵寺 初代・伊八の龍 

 三芳の魅力を探る『みよし探訪』は毎回多数お申込みをいただく大人気の講座です。  
 次回の『みよし探訪 ５』は、４月１４日„土‟に“桜めぐりウォーキング”を実施します。  
ウォーキングコースは海老敷の正林寺をスタートし、海老敷金比羅山、二反森さくらお
か、仏知山に立ち寄り、正林寺へ戻る約９ｋｍの道のりです。 
 三芳の林道沿いには、山桜、ソメイヨシノ、八重桜、右近桜など様々な種類の桜が植
栽されていますので、桜並木を楽しみながらのウォーキングができます。 
参加費３００円。申込み開始は3月１５日から。裏面の事務局までお申込み下さい。 

智蔵寺では中川住職による 
興味深いお話の数々 

みよし探訪 

５ 
 

参加者 
募集 



編  集  後  記 
 

 来年度から滝田公民館を地域づくり協議会「みよし」が
管理する計画を進めています。１月に引き続き２月も居場所
づくりを目的とした整備を行いました。体育館南側の植込
みに赤土を入れ芝をはったり、東側のキャンプスペースに
ブランコを作ったり、滝田公民館が地域の『居場所』となれ
るよう協議会員たちの手づくりの作業が進んでいます。 
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  （企画編集）三芳地域づくり支援員 
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映画『1/4の奇跡』上映会 
 

こ
の
ほ
ど
、地
域
力
を
育
む
モ
デ
ル
事

業
で
、「
地
域
で
子
育
て
が
支
え
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
安
房
地
域
の

子
育
て
支
援
団
体
と
と
も
に
活
動
し
て

い
る
『
み
ん
な
で
子
育
て
や
ん
べ
ぇ
か
い
』

が
、稲
都
公
民
館
、上
滝
田
公
民
館
、府
中

興
府
会
館
で
映
画
上
映
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
映
画
は
、主
人
公
の
特
別
支
援
学

校
の
先
生
が
、子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合

い
の
中
で
感
じ
取
っ
た
個
性
の
魅
力
や
、

人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
意
味
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
関
心

が
深
ま
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。 

 

二
月
二
十
六
日
（日
）十
時
か
ら
、農
村

セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室
で
最
終
の
上
映
会

を
行
い
ま
す
。  

 

料
金
は
無
料
。
お
子
様
連
れ
の
方
は
、和

室
に
て
親
子
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

2月も滝田公民館の整備をしました！ 

芝はり作業 キャンプ場の掃除 ブランコ完成 

地域の活動 ： 『鄙の里１２周年』イベントに行ってきました (^_-)-☆ 

 １月２９日（日）に鄙の里で１２周年のイベントが行われまし
た。南総みよし烈華隊の乱舞や餅つき、恵方巻き作り体
験など、盛りだくさんのイベントです。そこで、毎年楽しみ
なのが『当たりクジつき豆まき』。豆まきの福豆袋をキャッ
チし、中に豆と紙が入っていたら当たりです。 
 豆まきは午前と午後の２回行われ、大勢の人が福を授
かろうと両手をいっぱいに広げ福豆を掴んでいました。 


